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み
な
さ
ん
の
声
や
・
運
動
を
大
切

に
、
日
本
共
産
党
は
同
日
、
「
戦
争
法

（
安
保
法
制
）
廃
止
の
国
民
連
合
政
府

の
実
現
を
」
と
呼
び
か
け
る
提
案
を
発

表
ま
し
た
。 

「
提
案
」
の
発
表
に
、
政
治
家
、
学

者
、
文
化
人
、
若
者
な
ど
広
範
な
国
民

か
ら
共
感
や
賛
同
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。 

野
党
党
首
と
次
々
会
談 

今
国
会
で
は
、
戦
争
法
案
の
国
会
審

議
の
中
で
、
計
６
回
の
野
党
党
首
会
談

が
開
か
れ
、
法
案
阻
止
で
の
野
党
共
闘

が
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
の
「
国
民
連
合
政
府
」
の
提
案
に
、

「
思
い
切
っ
た
提
案
で
注
目
し
て
い

■髙木晶市委員長 ■上野たかし県議 

■加増みつ子市議 ■遠山ちえ子市議 

■鈴木きよし市議 ■関戸  勇 市議 

■小池えつ子市議 

る
」
と
発
言
し
た
岡
田
克
也
民
主
党
代

表
。
日
本
共
産
党
志
位
委
員
長
と
岡
田

民
主
党
代
表
の
会
談
は
25
日
に
行
わ

れ
、
両
者
は
「
今
後
と
も
引
き
続
き
話

し
合
っ
て
い
く
」
こ
と
で
一
致
し
ま
し

た
。 28

日
に
は
吉
田
社
民
党
党
首
、
小

沢
生
活
の
党
代
表
と
相
次
い
で
会
談
。

「
前
向
き
に
受
け
止
め
る
」（
吉
田
氏
）

「
決
断
を
高
く
評
価
。
目
的
に
向
か
い

努
力
し
た
い
」
（
小
沢
氏
）
な
ど
中
身

の
濃
い
会
談
と
な
り
ま
し
た
。 

「
提
案
」
の
成
否
は
、
何
よ
り
も
国

民
の
世
論
と
運
動
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
日
本
共
産
党
は
、
国
民
的
な
流
れ

を
一
層
広
げ
る
た
め
、
全
力
を
尽
く
し

ま
す
。 

「
国
民
連
合
政
府
」
提
案
に
各
界
か
ら
の
声 

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
や
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
一
部
分
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

「
安
保
法
制
を
廃
止
す
る
法
案
を
提
出
す
る
だ
け
で
は
だ
め
で
、
集
団

的
自
衛
権
行
使
を
容
認
し
た
閣
議
決
定
を
も
と
に
戻
さ
せ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
お
か
し
な
政
権
を
倒
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
。」 

 
 

憲
法
学
者 

長
谷
部 

恭
男
さ
ん 

 

 

「
戦
争
法
」
と
呼
ぶ
し
か
な
い
明
白
な
憲
法
違
反
の
法
律
を
、
数
を
頼

ん
で
強
行
す
る
の
は
、
ま
る
で
全
体
主
義
で
す
。
こ
こ
か
ら
が
本
当
の

戦
い
で
す
。
そ
の
点
で
、
日
本
共
産
党
の
「
戦
争
法
廃
止
の
国
民
連
合

政
府
」
の
呼
び
か
け
に
は
、「
わ
が
意
を
得
た
り
」
と
い
う
思
い
で
す
。 

慶
応
大
学
名
誉
教
授
・
弁
護
士 

 

小
林 

節
さ
ん 

 

 

安
保
法
制
、
戦
争
法
の
成
立
で
、
日
本
は
本
当
に
危
機
的
状
況
で
す
。

憲
法
の
な
い
国
に
な
っ
て
し
ま
う
。
民
主
主
義
、
法
治
国
家
が
問
わ
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
、
志
位
さ
ん
の
「
国
民
連
合
政
府
」
の
実
現
、
そ
の

た
め
の
選
挙
協
力
の
提
起
は
大
き
な
現
実
味
を
持
つ
も
の
で
す
。
危
機

的
状
況
の
下
で
、
政
党
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
す
も
の
で
す
。 

元
外
務
省
国
際
情
報
局
長 

 

孫
崎 

享
さ
ん 

 

直近の衆・参の両選挙区での 

“野党共闘”議席数(東京新聞が試算) 
 

「共産党の呼びかけで、来年夏の参院選の

選挙協力に向け、民主党との党首会談が行わ

れた」として、東京新聞が関連記事を掲載。

同紙によると「一人区で民・共が連携する」

と、「より幅広い野党が協力をすると」、など

の直近の国政選挙での各党の得票数に基づき

試算し、「当選議席に一定の成果がみこめる」

というものです。日本共産党の「提案」はメ

デイアも注目しています。 

国
民
の
強
い
反
対
を
踏
み
に
じ
り
、
９
月
19
日
、
憲
法
違
反
の
戦
争

法
を
強
行
し
た
安
倍
政
権
。
国
民
の
怒
り
と
運
動
は
し
ず
ま
る
ど
こ

ろ
か
、
戦
争
法
廃
止
へ
新
た
な
段
階
で
動
き
出
し
て
い
ま
す
。 

日本共産党「提案」の3 つの柱 

国民のたたかいをさらに発展させ  

安倍政権をうちたおそう   
 
｢廃止｣で一致の政党、団体、個人が共同し  

国民連合政府をつくろう 
 
つぎの国政選挙で  

野党の選挙協力をおこなおう 
 

日本国憲法と日本の平和がかつてない危機にさらさ
れているいまこそ、従来の延長線でない対応が必要で
す。平和主義・立憲主義・民主主義を貫く新しい政治を
つくるために、共同をすすめる時です。 

25 日､民主・岡田代表
と会談 

28 日､吉田社民党
首（上）、小沢生活
代表(右)と 

いま日本は憲法の立憲
主義、平和主義、民主主
義が壊されかねない深
刻な非常事態にあり、こ
れを打開するうえで、新
たな踏み込みをしなけ
ればいけない・・・ 
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う
た
ご
え
と
、
勇
壮
な
太
鼓

の
音
か
ら
始
ま
っ
た
集
会
。
新

た
に
発
足
し
参
加
し
た
「
安
保

法
制
の
撤
廃
を
求
め
る
取
手
文

化
の
会
」
代
表
の
ス
ピ
ー
チ
な

ど
、
国
会
で
安
保
関
連
法
案
を

採
決
強
行
し
た
安
倍
自
公
政
権

に
対
す
る
満
身
の
怒
り
の
表
明

が
あ
い
継
ぎ
ま
し
た
。 

「
私
た
ち
は
屈
し
な
い
。
私

た
ち
は
平
和
で
民
主
的
な
日
本

を
若
い
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
こ
れ
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
声
を
あ
げ
、
声
を
広
め
、

人
々
を
つ
な
い
で
さ
ら
に
頑
張

っ
て
い
く
決
意
を
表
明
す
る
」

と
の
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
。
こ
の

た
た
か
い
の
さ
ら
な
る
継
続
発

展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

５
人
の
日
本
共
産
党
議
員
を

代
表
し
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

小
池
え
つ
子
市
議
は
、
戦
争
法

廃
止
の
国
民
連
合
政
府
の
実
現

を
訴
え
、
運
動
の
展
望
を
語
り

ま
し
た
。 

県議会で「非正規雇用の待遇改善」求め一般質問 

上野県議 

知事答弁「正規雇用化にしっかり取り組んでいく」 
 

上野たかし党県議は 9 月 16 日、茨城県議会の一般質

問で非正規雇用の待遇改善を求め質問。大手企業で働い

ていたが退職した A さんの過酷な労働実態を取り上げ、

その改善を知事に求めました。 

公立保育所の拡充・充実こそ  

市は現行の第 2次保育整備計画（H21年度～26年度）

に続き、第 3次同計画（H27年度～31年度）を策定しま

した。現行の第 2 次計画は、コスト削減を主目的の一つと

し、公立保育所の廃止（1 か所）民営化（3 か所）を進め

ました。民営化された戸頭東保育園（経営は現職の金澤市

議の親族が経営者）では不適切な保育や、不正経理など、

子どもや、保護者、保育士さんに多大な影響を及ぼしてい

ます。市の責任は重大です。市議会も市民や共産党議員の

問題提起にもかかわらずこれを不問にしています。 

若もの応援、子育て安心の保育を 

ところが、第 3 次整備計画では戸頭東保育園問題の検証

もないまま、同園を含め「成果」として、「保育所の統廃合

を進め、正規職員を削減する」としています。今年度、「保

育士が足りない」ことが理由で公立保育所の定数枠内にも

かかわらず、入所できない待機児は 41 名にも上っていま

す。市による保育行政の放棄とも言えます。子どもの成長

を育む取手市となるよう、みなさんと力を合わせます 

10月11日・12日 

小雨の中、西口駅前から行進する参加者 

24
日
午
後
４
時
か
ら
取
手
駅
西
口
デ
ッ
キ
で
「
戦
争
さ
せ
な

い
、
９
条
壊
す
な 

総
が
か
り
取
手
行
動
パ
ー
ト
３
」
の
集
会
と

デ
モ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
小
雨
の
パ
ラ
つ
く
天
気
に
も

か
か
わ
ら
ず
２
５
０
名
余
の
参
加
が
あ
り
、
取
手
駅
前
は
デ
モ
行

進
の
長
い
列
が
続
き
ま
し
た
。 

 

茨城県は、税の免除など各

種の優遇措置で企業誘致を

していますが、雇用実態は必

ずしも把握していません。県

が開発した那珂西工業団地

には６社に 1117人が働き、

うち 3 分の 2 が非正規労働

者です。 

その中の一社で契約社員

として働いていた A さんは

「勤務成績 A 評価を受けて

も賃金に反映されず、月 30

時間の残業代を含めても手

取り 15万円で、4人家族の

暮らしは大変。挙句、体調を

崩し病休で評価も下がった」

と日本共産党へ訴え。上野県

議が議会で取り上げたもの

です。 

上野県議は県議会で「こうし

た事態を改善させ、安定した

雇用を生み出すことは県の

発展にもつながる」とし、「県

内に立地した企業の雇用実

態を把握し、非正規から正社

員化を目指す県目標を持つ

こと、正規化促進へ県独自の

助成制度を新設すること」な

ど求めました。知事は、「正

規雇用化に関する目標と、目

標を実現するための具体的

事業をしつかりと取り組ん

でいく」と答弁しました。 

Aさんは今、雇用の改善を

求める運動に、今頑張ってい

ます。 

日本共産党取手市委員会宛に寄せられた「関東･東北豪雨災害支援募金」

は、238,222円(9/30現)です。 ご協力ありがとうございました。  

市内各地で行います。 

加増みつ子市議、遠山ちえこ市議、鈴木きよし市議、関戸 勇 市議、小池えつ子市議 


